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１．はじめに

ロシア語文法、ロシア語会話の習得において、ロシア語移動動詞は、初級会話・コミュニケーショ

ンの必須表現であるにもかかわらず、多くの学習参考書では、後半の課で初出している例が多い。

これは、日本人にとって、一般的に、ロシア語の移動動詞の習得がやや困難な学習項目のひとつと

考えられていることを一端で示している。また、ロシア語圏においても、外国人用として一般のロ

シア語文法書以外に、ロシア語移動動詞のみを扱った「ロシア語移動動詞参考書」も出版されたり､

また、ロシアにおける外国人のためのロシア語教育機関においても「移動動詞」のゼミが独立して

別枠で設けられていることもある。これは、日本人だけではなく、多くの外国人にとってロシア語

移動動詞の理解には一定の困難が伴うことを、ロシア語を母語とするロシア語教育者が認知してい

ることを示している。

日本人がロシア語文法や移動動詞を習得する際、どういう点に留意すべきかについて、将来検討

の必要があろう。本稿においては、その試みを若干行う。主に、ロシア語移動動詞の中の最も基本

的な、｢歩いて行く、来る｣、｢乗り物で行く、来る」を採り上げる。後半で若干、文章・談話レベ

ルの機能にも触れる。

１．ロシア語移動動詞の基本用法

〈研究ノート〉
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１．１ ロシア語移動動詞の種類

ロシア語移動動詞は、基本的に、下記のａ、ｂ、ｃである。ここではこの全てには触れることは

できないが、参考までにロシア語移動動詞の全体像を大枠でａ、ｂ、ｃとして挙げておく。

本稿では、基本移動動詞のうち、最も使用範囲の多い下記を採り上げる（＊ 印のもの)。

ａ. 一定方向への移動動詞（ａ．の動詞は、一定方向への１回、および、反復の移動を示す）

＊ идти 歩いて行く・歩いて来る

бежать 走って行く・走って来る

＊ ехать 乗って行く・乗って来る

лететь 飛んで行く・飛んで来る

нести (徒歩で）持って行く・持って来る

вести (徒歩で）連れて行く・連れて来る

везти (乗り物で）運んで行く、(乗り物で）連れて行く

брести ぶらぶら行く、来る

гнать 追って行く、来る

плыть 泳いで行く、来る。流れて行く、来る

лезть 這い上がる、降りる

ползти 這って行く、来る

тащить 引いて行く、来る、重いものを（一定方向に）運ぶ

ｂ．不定方向、または、往復を示す移動動詞 (上記のａ．と一定か不定かで対立している）

＊ ходить 歩く、歩きまわる、往復する

бегать 走る、走りまわる、走って往復する

＊ ездить 乗る、乗りまわす、乗り物で往復する、乗り物で通う、通学（勤）する

летать 飛ぶ、飛びまわる、(飛行機などで、または、渡り鳥などが）往復する

носить 持ち歩く、徒歩で運ぶ、徒歩で届ける → 着用している

водить 連れて歩く、連れまわる、連れて往復する → 運転する

возить 乗り物で運ぶ、乗り物で運び回る、配達／輸出入業にたずさわる

бродить ぶらつく

гонять 追いまわす

плавать 流れる、泳ぐ、ただよう、(船で、泳いで）航海、往復する

лазиь 這って上がり降りする

ползать 這う、這いまわる

таскать 引く、引き回す、重いものを（往復や反復して）運ぶ

ｃ. さらに、上記のａ．とｂ．に接頭辞при－，у－，вы－，в－，про－，до－，за－，от－，
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с－，по－, пере－等を付加して意味のニュアンスを変える。１例を挙げると、接頭辞при－

を、上記のａ．の先頭にあるидтиに付けた場合。

＊ прийти（я приду，он придет，вы придете）

приходить（я прихожу，он приходит，вы приходитеなど) .。

＊ приехать（я приеду，он приедет，вы приедетеなど）

приезжать（я приезжаю，он приезжает，вы приезжаетеなど)。乗り

物で行く場合は、不定方向の基本移動動詞はездитьであるが、接頭辞を付ける場合は、－езжать

のため、приездитьではなく、приезжатьとなる。

以上、一定方向の移動動詞идти、ехатьに接頭辞を付けるとアスペクトの完了体になり、

不定方向の移動動詞ходитьとездитьの変形езжатьに付けると、不完了体になる。ただ

し、不定方向を表す基本移動動詞ходитьに接頭辞с－を付けたсходитьは、同形で二つの

意味を持つ。ひとつは上記の完了体―不完了体のペアーの意味に準じている。もうひとつは、今ま

での例と異なって、不完了体にはならないで完了体になり、また、意味も異なり、｢行って来る」

という往復移動の意味になる。съездитьも同様で、съехать／съезжатьは上記に挙げ

た規則的なペアーを形成し「乗り物で下る、降りる」になるが、不定方向の基本移動動詞ездить

に接頭辞с－を付けると、ｃъездить「乗り物で行って来る」となり、あまり時間をかけない往

復の移動になる。ただし、形態論から見ると、съездитьは、上記の完了体―不完了体の

ペアーの規則性から外れる。ここに挙げたのは、｢идти／ходить，ехать／ездить」に接

頭辞の付いた例だが、これらの接頭辞は、原則としてａ、ｂ．26 種の動詞に付き、ｃ．の不完了

体―完了体のペアーを形成するグループに入る。この他、接頭辞はпод、пере－、об－、из－な

どがある。

これら全てに、テンス（現在形、過去形、未来形）と主語の人称（私、君、彼、彼女、私達、あ

なた、彼ら)･主語の性（男性名詞、女性名詞、中性名詞)･複数、発話時／文章の基本のテンスに対

して「移動の結果が残存しているか（пришел)、結果が消滅しているか（приходил)」等の

基準によって移動動詞の形態が異なるため、かなりの数になる。形態だけで言えば、200～250 種

近くの移動動詞の形態が談話・文章において日常的に使われる。なお、接頭辞по－は、пойти－ ,

походитьだが、対応の意味は、他の対応と異なる。一定方向を示す基本移動動詞идтиに付

くとпойти（出発する・出かける）を意味する。不定方向を示す基本移動動詞ходитьにпо－

を付けるとпоходитьになる。これは特殊で、｢少し歩き回る」という意味になり、｢出発｣

の意味はない。アスペクトの点から見ると、пойти、походить両方とも完了体である。｢乗

り物で行く」は、поехатьやехатьだが、その命令形は、これらの移動動詞からは作らな

いで、現在では使われていない移動動詞の辞書形поезжатьから作ったпоезжайте！が、

ехатьやпоехатьの命令形として使われている。この形態形成は外国人にとってはかなり不

規則と感じられる。ロシア語の動詞文の体系は、存在動詞быть、移動動詞、その他の動詞（働
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く・休む・読む・書く・聞くなど多数）の３つに分かれる。ロシア語移動動詞は、ロシア語の動詞

文（３種）の体系の中で、独自の位置を占めている。こうしたロシア語移動動詞の多種の形態の中

から、どのようにして話し手は形態を選択するのだろうか。話し手は上記の移動動詞の中から、下

記の基準（要素）を適宜取捨選択し、組み合わせて、１つの移動動詞の形態を選択する。まず、移

動動詞の例文を示す。

１．２ 移動動詞の用例

一方方向の移動

歩いて行く

(１回の移動）По улице ＜Кэйдай - дори＞ идут студенты．

(学生達が今、経大通りを歩いて行くところだ｡）

Автобус идет в цетр ？ (このバスは町の中心街に行きますか｡）

(１回限りの移動：一台のバスが今、中心街に向かって走っていく｡）

(習慣・反復）Когда иду домой、покупаю хлеб．(家に帰る途中、いつもパンを買

う｡）

乗り物で行く

(１回の移動）По улице ＜Кэйдай－дори＞ едут студенты．

(習慣）Утром он едет на работу на новой магистрале，а домой едет

на обычном поезде．(反復、習慣：彼は朝は新幹線で仕事に行くが、帰りは普

通列車に乗って行く｡）

Автобус � ５ идет в цетр ？ (５番のバスは町の中心街に行き

ますか｡）

(話し手の関心は一方方向を焦点化した反復、習慣であって､ 往復は視野に入れていない｡)

往復の移動、または、不定方向の移動

(１回きりの往復運動)。Вчера я ходил в университет．(昨日は大学に行った｡）

(習慣・反復）Я хожу в университет．(в школу)（私は大学・学校に通っている｡)

２．ロシア語の移動動詞の形態選択の基準

こうした移動に関する表現を、ロシア語ではどのような基準で選択するのだろうか。

ロシア語の移動動詞の形態を選択するにあたって、一定の原則がある。それを挙げると、

� ロシア語の移動動詞は、一定方向の移動か、往復・不定方向の移動かを区別する。
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� 歩いて行く、か乗り物で行くかを区別する。

� 出発、進行中、到着か、移動の各局面を形態で区別する。

� １回限りか、反復・習慣かで形態を区別する（接頭辞を使い分ける)。

� 話し手、聞き手の視点 (行く、来る）

聞き手に向かって近づくか遠ざかるかで「来る・行く」を使うだけではなく、話し手から遠

ざかった移動でも登場人物が移動して行った場所に視点を移動させる目的のときには、｢来

る」を使う。つまり、移動動詞を視点移動機能に使う。これは、日本語の「行く・来る」と

異なる点もあるので、注意を要する（参照：３．２)。

� テンス・アスペクト

発話時との関係（発話時以前は過去形、発話時と同時なら現在形、発話時以降であるなら未

来形)。これは、アスペクト（不完了体、完了体）とも密接に関連する。ロシア語の一般の

動詞のアスペクトと同様に、ロシア語移動動詞にもアスペクトがあり、基本の性質がある。

今、発話時に現場にいるかどうか等、移動の結果の残存を示すには、アスペクトの形態や接

頭辞を変化させて表現する。未来における「出発」を示すときも、確定している予定である

と話し手が捉えているなら、現在形（不完了体）を使う。移動動詞の基本用法は会話・談話

に端的に出現する。一方、文章においては、発話時という基準はあてはまらないが、文章に

は一般的に、基本となるテンスの指定が何らかの表現によって原則として分かるようになっ

ているため、その基本のテンスに対して同時、以前、以降かで、できごとの前後関係が表現

される。文章においては、一般的に、書き手の視点と登場人物（物）の移動との関係におい

て、視点の移動という重層関係が見られる（参照３．２)。

� 動作の順次性（日本語のテ形）は、完了体＋完了体で示す。

� 慣用表現 通勤、通学などは、実際に乗り物で移動していても「歩いて行く、来る」を使う｡

� 持続的移動動作テイタ形の描写を背景に、新たな別の移動動作の生起（例；ゆっくり歩いて

いたが、早く歩き出しタпошёл быстро。つまり、談話組み立てにおいて、テイタ形

＋タ形･. . . シ出ダシタ形の組み合わせ）に焦点を置いている。

前述の１．２の用例は、これらの基準によって形態選択がなされている。

移動の局面（出発・進行・着）の形態選択として例を挙げる。

я пойду в у－т． → я иду → я пришел（а）

(出発) (進行) (着）

(大学に出かける) (大学に行く途中である) (到着した・来た）

я пришел домой ← я иду домой ← я пойду домой

(家に着いた) (家に向かって行く途中である) (家に向かって出かける）
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[注釈］
・上記は、１回の発着、進行の各局面を細かく捉えた表現だが、この往復全て含めて、Я был в универ‐
ситетеまたは、Я ходил в университ．と表現することもできる。
・複数回の発着、進行の場合は、私はいつも職場に９時に来ます。Я прихожу на работу в ９ ч. .
私はいつも職場に９時に来ていました。Я приходил на работу в ９ ч.
Я иду по улице ＜Кэйдай－дори＞ в у－т．(私はつも経大通りを通って大学に行く。一方方向
の反復｡）
・未確定の未来か確定の未来か､―たとえば、ハイキングにいくため、駅集合すると、そこに参加不可の可能性の
あった人が参加できることになって、来ていた。－Хорошо，что вы едетеであって、Хорошо，чт
о вы
поедетеではない。つまり、�の移動中の動詞（едете）を使用する。まだ移動中ではないのだが、確定
未来、しかも車で移動するためедетеとなる。この未確定、確定未来は、１週間後の未来のことでも確定な
ら、完了体の未来ではなく、不完了体の現在形使用となる。ただし、出発以前であっても、пойти、поехат
ьを使わずに、｢進行中」を示すидти、ехатьが使われることがある。たとえば、レストランなどで注文し
た料理がなかなか来ないので客がウエイトレスに催促すると、Иду，идуやНесу，несу（今、あなたのとこ
ろに料理を運んで行く途中です）と言って客の不満を和らげようとするが、その表現（今、料理を持ってあなた
のテーブルへ向かっているところだ。運んで行く途中だ・運んで行きつつある）とは裏腹に、その後数十分も待
たされることもある。つまり、まだその客のための料理は運ばれて行く最中ではなく、まだ出来ていないことさ
へある。これは、ちょうど日本でもで、店の人が客の出前配達の催促に対してまだ出前の料理が出来ていないの
に、｢もう出ました｡｣、｢今、出ました。そちらへ向かっています｡」という状況と似ている。接頭辞のついた移
動動詞であるなら、不定方向の基本移動動詞に接頭辞のついたものを使う。例 Я уезжаю на будуще
й неделе．来週、出立します。
・目的地は、�方向性を表す場所の副詞домой，направо�в＋名詞対格в магазин，на станцию，
�к＋名詞の与格（に格）ко мне（私のところに)，к телефону等になる。移動中の場所の表現（目的
地ではなく、通っていく場所）はпо＋与格（に格）である。ロシア語は「与格・に格」だが、日本語は「を格｣
になる。例文 Я иду по улице ≪Кэйдай≫. . 私は経大通りを通って行く。目的地は、対格となり､
疑問詞はКуда？となるが、存在動詞бытьで表現する場合、名詞は前置格になり、疑問詞はГде？にな
る。共同行動「行きましょう！」は、Пойдем！Пошли！がある。後者のほうが親しい間での会話、ま
たは、促しの度合いがやや強い。日本語の「行くぞ。行くわよ｣。に相当する。時間をかけないで往復するとき
は、сходить，съездиьを使う。
・移動動詞の辞書形の用法は、若干異なる点がある。来週は大学に行くНа будущей неделе я пойду
в у－т だが、必要を示すとき、Надо идти．明日は大学に行かなければならない。しかし、到着を意味す
る“来なければならない”はНадо прийти．в ８ ч.。開始は、不完了体でПора идти домой
(もう家に帰る時間だ）となるのが一般的である。(タクシーの運転手がお客に対して）Куда ехать？運転
手はお客を目的地に運ぶのが目的である以上、完了体も考えられるが、不完了体が一般的である。慣用的用法で
ある以上、理由はつけられないが、不完了体によって、完了体による「目的地＋到着」をむき出しに出さないこ
とで客に対してソフトな聞き方になる、という効果が考えられる。また、行くことは自明（磯谷 1977）なので､
不完了体になる傾向がある、とも考えられる。

３．文章・談話における移動動詞の機能

以上の基本用法は、文章においてどのような形態と機能の関係になっているだろうか。

３．１視点の移動
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石井ナターシャ（1994：201）に「日本語では、『行く』、『来る』という２つの言葉の使い分けは、

話者と主体（主語）となる人・物との関係に着目する必要がある。(中略）ロシア語のпойти

(行く)、прийти（来る）は、話者の位置を含まない概念であり、主語となる人・物の移動に純

粋に着目した言葉である｡」とある。例として下記のロシア語と日本語が挙げられている。

｢１．Мой друг поехал сегодня утром в Киото на машине．

私の友だちは今朝京都へ車で行きました（出かけた)。

２．Мой друг приехал сегодня утром в Киото．

私の友だちは今朝京都に行きました（着いた)。(話者自身が京都にいない場合）

私の友だちは今朝京都に来ました。(話者自身が京都にいる場合)｣（和訳を含め、石井ナター

シャ 1994 から引用）

１のпоехалと２のприехалは、日本語の移動動詞としては同じ表現（｢行きました｡｣）が

充てられ、( ）内に、実質の意味として、поехалが（出かけた）とприехал（行きまし

た／着いた）となっている。приехалは、日本語の３つの移動動詞の形態になっている。ロシ

ア語では、“主語となる人・物の移動に着目”し、一方、日本語では、話者がどういう位置関係か

ら発話しているかが、表現のポイントになる、ということは、ロシア語と日本語が異なった用法の

ように一見思われるが、ロシア語、日本語とも視点の移動という観点からは、同じ機能である。つ

まり、発話時において、どこの視点に焦点を置いているか、発話時現在、人がどの位置にいるか、

を問題にしているか、という点では日ロ共通である。また、文章の場合なら、語られている対象の

人物が文章の中でどの位置にいるか、を示しているという点で共通である。問題は、ロシア語では

どの位置にいるか、を形態的に明示する傾向にあるのに対して、日本語では文脈依存の割合が大き

い、ということではないか。

３．２ 文章・談話における視点の移動

文章・談話においては、３．１で見たような発話時との密接な関係はなくなる。日本語もロシア

語も二人～三人などの会話とは違った視点の働きが特に、文章において見られる。森田良行（1995:

183～188）に日本語の文章として、｢(略）文章や談話の中では、話し手が文中の人物の視点に立つ

という点も、見逃してはならない。(中略）これは結局、叙述というものが、常に文脈の流れの中

で、流動的にそこに位置を移していく表現者の視点で捉えられ、描かれている、ということに他な

らない｡」とし、これは日本語独自の自己中心的把握の態度である、としている。これは日本語の

視点に関する指摘だが、ロシア語の文章における視点移動もこの指摘で説明できると思われる。そ

うなると、ロシア語と日本語の文章の視点は全く同じ働きをしていることになるのだろうか。

例１は、｢17 янбаря к нему（ドストエフスキーを指す－樫尾）зашел Орест Ми－

ллер.｣、および、第二段落で「Хозяин（ドストエフスキーを指す－樫尾）выбежал к
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посетителю в прихожую с пером в руке，страшно взволнованный

(略)」で移動動詞完了体過去形によって、場面の移動が生じ、生き生きした描写になっている。

例１

17 января к нему зашел Орест Федорович Миллер．Он явился с

благородной целью напомнить хозяину об его участии в пушк－

инском вечере 29 января（в сорок четвертую годовщину со

дня смерти поэта )．Но принят был отнюдь не ласково．

Хозяин 《выбежал к посетителю в прихожую с пером в руке，

страшно взволнованный－отчасти，как сам тут и высказал，опасением,

пропутит ли ему цензура несколько таких строк，содержание

которых должно развиваться в дальнейших номерах 《Дневника》,

－в течение всего года．《Не пропутят этого，－говорил он，－и все

пропало. . . 》

Речь действительно шла о весьма рискованном тексте（он уже

приводился выше) : 《 . . . есть одно магическое словцо，именно:

《Оказать доверие》．Да，нашему народу можно оказать доверие，

ибо он достоин его．(И．Волгин）

例２

В один из последних дней 1880 года Достоевский заехал к своему

старинному приятелю Алексею Николаевичу Плещееву：завез долг

двадцатилетней давности．《Вот еще 150 р.，－пишет он в адресованной

поэту записке，－все－таки за мной остается хвостик．Но отдам

как－нибудь в ближайшем будущем，когда разбогатею．А теперь

еще пока только леплюсь．Все только еще начинается》．

Ему оставалось жить чуть больше месяца．(И．Волгин）

例３

Утром，когда до начала работы оставался всего час，Ольге

Ивановне стало плохо.

－Минуточку，－сказала она мужу и，чтобы не упасть，схватилась

за косяк двери.

Муж，Василий Васильевич，подхватил жену，посадил ее на стул．

Мужу было и жаль жену и досадно．У жены серьезный недуг，ей



―155―

ロシア語の移動動詞（樫尾）

прописан щадящий режим，а она，словно девочка－подросток，как

только увлечется чем－нибудь，так сразу забывает о больном

сердце．Вот вчера жена легла спать в одиннадцать вечера，а

через час，в двенадцать，она вскочила с постели и просидела

за чертежной доской до четырех утра．Видите ли，ей хорошая

мысль пришла в голову！ Правильно，мысль хорошая．Дом，который

проектирует Ольга Ивановна для Черемушек，получается занятным .

И тем не менее Василию Васильевичу непонятно，почему хорошие

мысли должны приходить в голову его жены не днем，в часы，

отведенные для работы，а посреди ночи.

Сам Василий Васильевич любит в работе порядок，размеренн－

ость．Когда Василию Васильевич встречаются люди неорганизо－

ванные，неаккуратные，те，которые живут и работают по настроению,

он обычно говорит：

－Нет，бог миловал：я не из их шайки．

А Ольга Ивановна，к сожалению，была из《их》．У нее сердечный

приступ，а она роется в сумочке，шарит по карманам－ищет ле－

карство．

－Господи，куда же я сунула его？

Ольга Ивановна страдает стенокардией второй год，поэтому

Василий Васильевич знает，как вести себя во время приступа

болезни．Он делает сначала все，что требуется первой помощи．

Дает лекарство，открывает окно，звонит в《неотложку》．Потом

начинает делатьто，чего не требуют правила．Гладит жене руку,

целует ее в голову．

В парадном раздается звонок．Приходит доктор．Милая，приветливая

женщина．(е．Нариньяни）

例１にある第三段落で「Речь действительно шла о весьма рискованном

тексте（略)」において不完了体過去形の移動動詞は、書き手の目から当時のできごとを解説

している。書き手への視点移動は不完了体にしている。例２も同様である。｢В один из

последних дней 1880 года Достоевский заехал к своему старинному

приятелю Алексею Николаевичу Плещееву：завез долг двадцати－

летней давности.｣（1880 年末のある日にドストエフスキーは、旧友のプレシフのところ

に立ち寄り、２０年間返してなかった借金を返した｡）という冒頭において移動動詞完了体過去形
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のзаехал（立ち寄った)、завез（寄ったついでに返した）によって登場人物があたかも

“今移動して現場にいる”という機能を果たしている。この完了体過去形によって読み手の視点も

登場人物の移動した現場に移動する。これが読み手に生き生きとした描写として感じられる。１段

落の完了体過去形「заехалやзавез｣、および、不完了体現在形「. .за мной остается

хвостик.｣（借りはまだ少し残っている｡)「. только леплюсь｣（やっとぼちぼち書き

始めるようになったばかりだ｡)「еще начинается｣（まだ始まったばかりなんだ｡）や完了

体未来「Но отдам｣（そのうち借金をかならず返すよ｡）という登場人物（＝ドストエフスキー)

の言葉は、生き生きした現場の描写を助けている。一方、次の段落の「Ему оставалось

жить чуть больше месяца.｣（彼の余命は１ヶ月あまりしか残されていなかったので

ある｡）の不完了体過去形оставалосьによって、登場人物の現場から、今度は“書き手の今

の視点”へと視点の移動が起こっている。同時に、“書き手による解説”という機能を果たしてい

る。時には、現在の習慣であるが完了体未来形で表現することもある（例３)。例３における「В

парадном раздается звонок．Приходит доктор.」とあるが、このприходит

という形態は、基本文法的には反復しか示さない。玄関のベルが鳴って今、医者が来ているのだか

ら、Пришла доктор．が基本文法の形態である。しかし、この文章例では、書き出しをある

日の１回限りのできごとが生じたかのようにして始めながら（Утром，когда до начала

работы оставался всего час，Ольге Ивановне стало плохо)、今、

医者が来た、ということを、反復しか示さない移動動詞の不完了体現在形приходитを使っ

て表現をしている。不完了体現在形によって、しだいに、１回のことではなく、妻の毎度の心臓発

作が妻の無茶な仕事振り・習慣からくることが文章を読みすすめていくうちに読み手に感じられる

ようになっている。

おわりに

話し手は上記の基準を適宜取捨選択し、組み合わせて、１つの移動動詞の形態を決定する。ロシ

ア語移動動詞において大切なことは、移動において生じる複数の概念のどれを話し手は焦点にして

いるか、である。�移動の手段―ａ．徒歩ｂ．車輪のついた乗り物（車・自転車・乳母車・電車）

ｃ．飛行機 ｄ．船かでそれぞれ移動動詞の形態が異なる、�方向（一定方向・不定方向・往復方

向)、�出発に焦点・移動中・到着、�１回きりの一定方向移動（大学に行く途中である)･１回き

りの往復移動（昨日、大学に行った)･複数回の一定方向の移動（このバスは大学に行く。会社に行

くときは、公園通りを行くが帰りは商店街を通る｡)･複数回の往復移動（息子は通学している＝息

子は（社会人ではなく）学校に行っている｡)･複数数回の不定移動（赤ちゃんはもう歩ける・鳥は

飛ぶ・魚は泳ぐ、ドライブが好きだなどの能力や特性、趣味は、この複数回不定移動の概念に入る)､

�現在・過去・未来―この場合、動作主体が今どこの位置にいるかを示す。これらの要素のどれに
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焦点、を充てているか、が移動動詞形式選択の決め手である。

これら基本用法が文章ではどのような機能になるかについては、先行研究に学びながら今後の研究

としたい。

(かしお しょうこ・本学経済学部非常勤講師)
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